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1　これまでの研究とのこされた問題

1。　これまでの研究

　コソアの招示領域については，古くから（a）コソアを話し手から対象ま

での距離によって性格づけるとらえかたと，（b）話し手ときき手のなわばり

関係によって性格づけるとらえかたの二つがあった。

　（a）は（b）よりも前からあり，近称・中称・遠称という用語とともに，

ひろくしられているが，現在ではむしろ（b）への評価が高い。

　私たちの研究をすすめるにあたって，この両者にかかわるこれまでの研究

のながれをながめてみたので，最初に，それを報告する。ここでは（b）のと

らえかたで代表的な佐久間鼎（1936）『現代臼本語の表現と語法』がでたこ

ろを念頭におき，戦前までとそれ以後とにわけて，そのながれをスケッチす

ることにする。

1．1．　佐久間説以前

　戦前までのいろいろな砺究文献のうち，見ることのできたものを，巫の1

の表にまとめた。これはコソアの抱示領域のとらえかたについて，つぎの三

種類のどれであるかをわかるようにした一覧表である。

　　（a）コソアを話し手から対象までの距離によってとらえたもの（H）

　　（b）コソアを話し手ときき手のなわぽり関係によってとらえたもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H－K）

　　（c）その他（他）

　（c）のその他は，（a）でも（b）でもない第三のもの，（a）か（b）かはっき

りしないもの，コソアの区別だけをしめしてあるものなどをふくむ。
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　この表では，用語の観点もいれておく。なぜなら近称・中称・遠称という

用語は，話し手から対象までの距離によってとらえる場合だけではなく，話

し手，きき手のなわばり関係としてとらえる場合にもっかわれることがある

し，また，（a），（b）どちらの場合についても，ほかの用語がつかわれるこ

ともあるからである。

　Hの1の表から，つぎのようなことがいえる。

　まず，話し手から対象までの距離によるとらえかた（a）では，近称・中称

・遠称という用語が，大槻文彦（1898）「語法指南」（if言海』の巻頭，初版

は1889）ではじめてつかわれたことがわかる。他の用語としては，論集高見

（1890）「初学日本文典』が，コ・ソ・アをそれぞれ第一等・第二等・第三

等と名づけており，また，岡倉由三郎（1897）『日本文典大綱』が近位・中

位・遠位，前波仲尾（1901）『H本語典護カミ近称・遠称・不定称という用語

をつかっている。

　（a）でつかわれる「近称」は，話し手に近いものをさすのに用いられ，

「中称」は，ややはなれたもの，「遠称」は，遠いものをさすのに用いられ

る。大槻文彦はじめ，飯田永夫（1891），落会直文（1899），杉敏介（1900），

三土忠造（1903），金沢庄三郎（1903），岡田正美（1905），吉岡郷甫（1906），

保科孝一（1911），和田万吉（1926）らがこの用語をつかっている。なお文

部省（1941）もこの（a）のとらえかたによっている。

　（b）のとらえかたの代表として佐久間鼎（1936）『現代日本語の表現と語

法』があげられるのだが，それより前に松下大三郎『日本俗語文典s，草野

清畏『草野氏日本文法』（どちらも1901），山田孝雄（1908）『日本文法論』，

安田喜：代門（1928）『国語法概説』，湯沢幸吉郎（1931）『解説日本文法』　ら

によっても，話し手，きき手のなわぽり関係としてとらえられていた。

　用語は，草野が第一称・第二称・第三称と名づけたほかは，従来の近称・

中称・遠称をつかっている。松下は1901では近称（近主称）・中称（近応訴）

・遠称と名づけているが，1930では第一近称・第二近称・遠称と名づけてい

る。
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　（b）での「近称」は，話し手に近いものをさすのに用い，「中称」は，き

き手に近いものをさすのに，「遠称」はどちらからも遠いもの，あるいは話

し手，きき手のどちらにも近いか親しいかの関係をはなれてさすのに用いら

れる。松下よりも前に，用語はないが，落合直文・小中村義象（1904）『中

等教育日本文典』（初版1890）など，きき手との関係および遠近を考慮にい

れているものがある。なお，アストン（1888）『N本口語小文典s（第4版〉

も，コレは第一人称，ソレは第二人称，アレは第三人称のものととらえてい

て，ソレは話し手の眼前にあるもの，または記憶にあるものという説明があ

り，（c）その他の欄にある高津鍬三郎（1892）『日本中文典』への影響をお

もわぜる。

　（c）その他には，上にのべた落合直文・小中村義象，高津鍬三郎らのほか

に，コ・ソ・アを自称・他称・溺称と名づけた金井保三（1901）『日本俗語文典』，

近位・中位・遠位と名づけた鈴木暢幸（1906）『臼本口語文典sなどがある。

L2．　佐久間説

　佐久間鼎は『現代H本語の表現と語法s（旧版1936，増補版1951）で指す

語を一括して「コソアド」と名づけた。「増補版」（1951）では，揚示の場と

指す語を，つぎのように，図を示しながら説明しているので，すこし長いが

引用する。

　話し手とその相手との相対して立つところに，現

実のはなしの場ができます。その場は，まず話し手

と止手との両極によって分節して，いわば「なわば

り」ができ，その分界も自然にきまって来ます。前

にのべたように「これ」は話し手自身の勢力範圏に

属します。はなし手というかわりに，「われ」の

「わ」を名としてこれを「わのなわばり」といって

もいいわけです。これに対して，「それ」は相手の

第1図

わ

蕗し手

な
相手　　　」’

コ ソ

ア

勢力範囲の中のものをさしていうので，「なれ」の「な」をとって「なのなわば

り」に属しているということができます。そこで，前老は「ここ」に当り，後者

は「そこ」に当るという関係になります。これをそれぞれ（コ）と（ソ）で代表

させますと，それ以外の範園はすべて（ア）に属します。「こちら・こっち3と
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　　「そちら・そっち」と「あちら・あっち」との関係も，この「わ」一「なsの対

　　立の現場の事態に徴して意味をもつわけです。

　以上のように，近称・中称・遠称の携は，話し手から対象までの距離の遠

近によるものではなく，入称代名詞の人称と関連させて考えなければならな

いものであるとした。

L3．　佐久間説以後

　コソアの指示領域について佐久間に代表されるとらえかた一話し手，き

き手のなわぽり関係というとらえかた一があらわれてからコソアド研究が

大きく進展してきた。

　しかし，戦後にでてきたものは佐久問説を基本的にはみとめながらも，特

にソ系のでかた（話し手ときき手がむかいあっているとき，話し手のうしろ

のものをソ系であらわすような場合）がきっかけになって，いくつかの部分

の修正をくわえている。それらのうちのおもなものを年代順に紹介しよう。

　　渡辺実（1952）「指示の言葉」

　渡辺（1952）は，コソアのなわばりについてつぎのようにのべている。

　　　「こ」や「そ」の場合の縄ばりを，話手又は聞手へ求心的に強いカで張られた

　　もの，と評することが出来るとすれば，「あ」の場合の縄ばりは話手・聞手両者

　　を中心とした，弱い縄ばりだと評してよい。・次に甲乙両人は向いあっていないと

　　いうことが，場面構造の第二の条件となる。「そ」が向いあいの場面での指示の

　　雷葉であり，「こ」が向いあい，並びあい，爾様の場面での指示の雷葉であった

　　のに対して，「あ」は並びあいの場薦での措示の言葉なのである。

　そして，話し手，きき手のむきかたによるコソアのちがいを実験によって

しめした。

　　高橋太郎（1956）「場と場面」

　高橋（1956）は，やはり実験・調査の結果をもとに，つぎのように佐久間

説に修正・補足が必要であることをのべた。（なお，この高橋は，この研究

の筆者のひとりである。）　　　　　　　　．’tt．∴

　（1）ア系はゴ話し手と根手とが接近したときにるみ1あらわれること。

　（2）話し手と相手が接近したときには，話し手のうしろにもソ系があらわ
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　　　れること。

　これは，わのなわばり（コ）は，なのなわばり（ソ）よりちいさいので，話し

手がきき手に接近するにつれて，日食のように，なのなわばりのなかへはい

っていくかたちになるのだとして，つぎの第2図をしめした。

　　　　　　　　　　　　　　　　第2図

　　　このようにして，話し手と聞き手がおなじ位置にきたばあい（e）は，佐久間説

　　と近称・旧称説とが完全に一致することになる。ふつうの会謡は，eに近い位置

　　でおこなわれるので，近称・中称・遠称というとらえかたで，たいてい説明でき

　　る。なお，ア系は，話し手と聞き手が接近したばあい，つまり，話し手のうしろ

　　にソ系がでるようなばあい（c，d，　eの図）になってはじめてあらわれる。

　　（引用の部分は高距（1975）『言語生活』No．280から）

　そして，さらに，コ・ソの対立とコ・アの対立の総合として，コ・ソ・ア

という鼎立が生じるとのべた。

　　蝦部四郎（1961）「「コレ」「ソレ」「アレ」とthis，　that」

　報部は『徴界言語概説』（1952）では，「話し手からも桐手からもやや離れ

たものをソレという場合の説明に困る」から従来の近称・中称・遠称の説が

いいとのべるが，のちに『英語青年』（1961）の「「コレ！「ソレ」「アレ」と

this，　that」は，従来の二通りのとらえかた一近称・中称・遠称説といわ

ゆる佐久問説一で説明できない場合の例をあげた。

　たとえば，二人でむかいあって話している場合に，話し手が自分のうしろ

　　　　　　　　　汝　　　　　　　　　　　　　　　　　t和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノンち

第・図 揩k’）7．…◎3
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にあるものを指して「ソレ2ということがあるとして，これらすべての場合

にあてはまるように第3図のような構造を考えた。

　そして，この「汝」は「コレ」の範囲内にはいってくる場合もあるようだ

から，第4図のようにでもしたらいいかもしれな：いとのべた。

　その後，宮田幸一が同じく『英語青勉（1961）の「瀾本語と英語の指示

詞！一服部四郎氏の考察を読んで一一の中で撮七一に反対をとなえた。

　それは，「話し手が自分のうしろにあるものをさしてソレということは，

たとえあるとしても，さほど一般的なことではないのではないか」，「純粋な

直接指示のための指示詞であるとしたら，そういう場合のソレはかなり特殊

なものであるように思われる」「話し手が前をむいたまま後ろにあるものをコ

レ，またはアレといって指示することもあり，むしろそのほうが一一般的であ

るように思われる」として佐久間説で十分説明できるというものであった。

　それに対して，服部は『英語基礎語彙の研究』（1968）で，コレ，ソレ，

アレの指示領域は東京方言等と自分（三重県亀山市出身）に近い方書とでは

違っているとして，宮田説に従った第5図（a）と自分の指示代名詞領域の第

5図（b）をしめし，話し手のうしろのものをさしてソレといわず，コレまた

はアレというのがふつうだという宮田説は東京方書にあてはまるが自分の方

言にはあてはまらないとのべた。

第5図　　a 囚r　b

汝

　　診

ア
レ

黛考

コ
レ

阪田雪子（1971）「指示語「コ・ソ・ア」の機能について」

阪田（1971）は，やはり佐久問説によっては説明できない現象について検
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討し，コ・ソ・アの指示機能をつぎのようにまとめている。

　　（1）回し手自身を中心として考え，話し手自身の領域の中にあるものと外にある

　　ものに分ける。すなわち，譜し手は空闇的・心理的に身近なものは自己の領域内

　　のものと認め，コ系で指示し，自己の領域外のものと認めたものをソ系で指示す

　　る。（筆者淺：阪田は，イ．現場捲示，ロ．文脈口承，ハ．揚示されるものが外

　　に表われておらず，話し手の意識の中にある場合の指示，の三つにわけて説明し

　　ている。）

　　（2）話し手は聞き手をも自分の領域内に包みこんで，「われわれ」という一一つの

　　領域をつくり，その領域内に属すると認めたものをコ系で指示し，領域外のもの

　　であると認めたものをソ系，あるいはア系で掲示する。（筆者注：これも現場詣

　　示と文脈振示にわけて説明している。現場指示の場合「われわれの領域外のもの

　　で上ヒ較的近いものをソ系で掲示し，遠く離れたものをア系で捲示する。」とのべ

　　ている。）

2．のこされた問題

　以上紹介した説は，いずれも，コソアの指示領域について，従来の「近称

・中称・遠称」説と佐久聞説（自称・対称・他称）とを何らかの形で両立あ

るいは混在させている。これは佐久間以後のコソアドに対する研究の特徴と

して，注意しておく必要があるだろう。

　しかし，これらの研究によってコソアドの問題がすべて解決されたわけで

はなく，まだ多くの問題がのこされているとおもわれるので，そのいくつか

についてのべる。

2．1．　コソアドのあらわれかたの事実について

　コソアドのあらわれかたの事実の認定は論者によって必ずしも一致してい

ない。

〈1）阪田は「話し手のうしろにでるソ」について，話し手ときき手を一つの

「われわれ」のなわばりとみたとき，「われわれ」の領域外で比較的近いも

のをソ系でしめすとのべているが，報部は佐久間説を正しいとする宮田に批

判され，「話し手のうしろにでるソ」は方書的なものであると修正した。

（2）ア系のあらわれかたについて，渡辺，高橋（1956），阪園らは，話し手

ときき手が接近しているときにはじめてア系があらわれるといっているが，
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最近の観察では（特に鈴木の観察では），話し手ときき手がはなれている場

合でも，両者から遠いものとしてとらえたときア系があらわれる，つまり話

し手ときき手の間にア系があらわれる現象があるようにおもわれる。

2．2．　コソアドのなわばりのとらえかたについて

　話し手ときき手がはなれている場合，その両者の中間にア系がでるとすれ

ば，渡辺，阪田らのいうように，話し手ときき手を一つの「われわれ」のな

わぽりとしてとらえたときにだけア系がでるのではなく，話し手のなわばり

ときき手のなわばりが携々に存在していても，その両者のなわぽりの中にな

いものに対してア系をつかうのではないだろうか。

　また，話し手ときき手の中聞にア系がでながら，しかも話し手のうしろに

ソ系がでるとすれば，高橋（1956）のいうように，きき手のなわばりのひろ

がりが話し手のうしろにまで達して話し手のうしろにソ系がでるのだという

考え方はなりたたなくなる。

　これらのなわばりの構成のしかたについて再検討する必要がある。

2．3．　コレ，ココ，コッチのちがいや，さすもののカテゴIJ　一のちがいについて

　コ系，ソ系，ア系と，ひとまとめにしていう場合がよくあるが，コレ，ソ

レ，アレの類，ココ，ソコ，アソコの類，コッチ，ソッチ，アッチの類など

の間では，必ずしもコ・ソ・アのあらわれかた，あるいは，なわばりの構成

のされかたが一致しているとはおもわれない。

　また，同じコレ，ソレ，アレといっても，ものをさす場合，ひとをさす場

合，方向，場所をさす場合など，いろいろである。それらカテゴリーによっ

ても，なわばりの構成がことなるとおもわれるが，このようなことばの類

や，さすもののカテゴリーによるちがいについての研究はまだされていな

い。

2．4．　さししめし行動の形態について

　たとえば，話し手ときき手が近くにいる場合，「ココ」といえば，話し手

ときき手がいる場所をあらわすが，話し手がゆびさして「ココ1，「ソコ」と

いえば，話し手のさす場所が「ココ」になり，「ソコ」になる。
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　また，ゆびさした場合，対象に直接さわったか，さわらなかったかによっ

ても，コソアドのあらわれかたがことなるようである。

　このようなゆびさしのありなし，さしかたのちがいによるなおばり構成の

変容についても，まだ研究の手がつけられていない。

　以上のべたような，いくつかの間際がのこされているので，これからその

問題点にそって研究を展開していきたい。

　今回は，おもに1）コソアドのあらわれかたの事実について，2）コソアドの

なわばりのとらえかたについて，の二点を，実験の結果の分析を通してあき

らかにする。

II　実験

1．　巽験の目的

（1）コソアドのあらわれかたの事実について

　　a　論者によって見解がことなる「話し手のうしろにでるソ」につい

　　　て，事実をあきらかにする。

　　b　話し手ときき手が接近したときにのみア系があらわれるとする説が

　　　正しいか否かをあきらかにする。

（2）コソアドのなおばりのとらえかたについて

　　話し手のなわばりはコ系，きき手のなわぽりはソ系，その他はア系，ま

　たは，話し手，きき手両者を「われわれ」ととらえたとき，その領域内を

　コ系，領域外で比較的近い場合はソ系，それより遠いところはア系であら

　わすといわれているが，上述の事実をあきらかにすることによって，コソ

　アの領域となわばりの関係について検討する。

　冒的（1），（2）をみるために，つぎの二種類の実験イ，ロをおこなった。

2．　実験イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

2．1．　窒験の方法

　第6図のように教室のなかの座席にすわっている学生たち（○印のついた

ところに学生がいる）が，教室のなかの一定の箇所（第1回はK、，第2回

　　　　　　　　　　　　　　　　10
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はK2の場所）に立っているきき手に対して，×印のところにすわっている

学生のことをはなす場合に，それぞれ，「この人」「その入」「あの入」のう

ちのどれではなすかをしちべて，コソアの分庵がどのようになるかを分析し

た。

（1）教室のなかの全部の座席に！1～88の番号をふり，そこにすわっている学

生たちにその番号をかいたプラカードをもたせる。

（2）質問者（きき手）の位置を21番のところに固定する。

（3）学生たちには，それぞれ1枚ずつ第7図のような調査票をわたし，「ぎ

き手の欄に「21」，「はなして」の欄に自分の座席番号（プラカードの番号），

「出身」のところに鐵身都県をかかせるQ

（4）まず，72番の学生にプラカードをあげさせ，学生たち（話し手）に対し

て，質問者（きき手）が「72番の人はどの入ですか？」と質問し，学生たち

　（話し手）は，いっせいに「質問者」にむかって，声を出して「コノ　（ソ

ノ，アノ）ひとです。」と答えたのち，調査票の72のところに，いま自分が

君、っ．たとおりに，「コノ　（あるいはソノ，あるいはアノ）」とかきいれるe、一、．t、

　なお，ここにいう「きき手」は質問者であり，「話し手」はその質問髄答

網聾である・燗の立郷みた囎…三山騨興たずねるので：
あるが，このコソアドの発雷としては学生が質闘に対してコノジ（ゾソ，’ア「

ノ）ではなすので，学生が話し手であり，質問者がきき手になるわけであ

る。

（5）これと同じことを，72のあと，33－55－63－36～44－74－48－15－66－

12－57－42－86－81－85の順1周目りかえし，1回ごとに調査票に記入させ

て，85をおわってから，これを回収する。第8図は，その記入例である。

（6）つぎにきき手の位置をK2（教室の中央）に移動して，あたらしい調査票

をわたし，「きき手2の欄に「45－55」とかきいれさせたのち，（5）と同じ

順で72～85の16回，おなじことをくりかえして1回ごとに記入させ，國収

する。これで43（学生数）×16×2＝1376仮彗のデータがえられたわけであ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　12



’2．2．　実験の結果，考察

被験者4銘のうち・倒東鵬者3＄だけについて・鮒7徽の調査票紛

析した。畠身地をしぼったのは，祝部一宮由論争のようなことをさけるため

である。

2．　2．1．　結果のまとめかた

　この70枚の調査票は誰し手の位置がバラバラなので，コ・ソ・アの分布状

況を全体としてながめるために，つぎのようなてつづきで，話し手の位置を

一点にあつめた。　　　　　　　　　　　　　．

（i）それぞれの調査票の話し手の位置に義塾をうち，きき手の位置に赤点を

うつ。（点は，話し手，きき手の座席のマスの中央にうった。）

（2）青点と赤点を直線でむすんで，その蹴雛をはかり，その距離によって，

調査票を8グルーープにわける。（O．　6～1∠　O．m7　5人，1．2～1．5m－4人，1。7

～1．8m－6人，2．1～2．8m－14人，3．1～3．8m－13人，4．1～4．751n－9

人，5．2～5．9狐一11人，6．1～6．8m－8人）

（3）グループごとに調査票を，つぎのa，bの要領でかさねあわせる。

　a：それぞれの調査票の遠点が同じ一点に集まるようにかさねて，バリで

　　さす。

　b：それぞれの調査票の，青点ど赤点をむすぶ線が一線にかさなるように

　　まわして，固定する。

　これ1こよって，誰し手ときき手がそれぞれ同じところに集まるわけであ

る。（ただし話し手ときき手の距離が完全に岡じではないので，きき手の点

（赤点）は，すこしはばができる。）

（4）こうして，かさねあわせたグループごとに，調査票に記入されたすべて

のコノ，ソノ，アノの位置を一枚の紙にうつしだす。この場金，（i）それ

ぞれのコノ，ソノ，アノの位置は，ますの中心点とする，（窮「コノ」，「ソ

ノ」，「アノ」はそれぞれクロマル，シロ主角，ク獄長方形であらわしわけ

た。

（5）このよ卵こしてできた図が，第9麹1～8である。

　　　　　　　　　　　　　　　　13’



　　　　第9図　コソアのあらわれかた（実験イによる分布）

　　　　　　　　⑧コノ　ムソノ　團アノ

e　lm　2m　3m　4m　5m　6m　7m　8m　9m　lem　！lm　Z2nt　13m
1

2

人5亀ωか期猛

鯉
㌔

ズ
団

四

囲
晋
唖

△

脳㎜　
囲闘

　
闘

　
△
△

△△
　
△

曜

㎜廻
凝

△
△
吃
K
⑧
△
△
国

囲
♂
⑱
⑱
籠
早
㌔

　
　
。
描
⑱
騒

△
△
團
闘

　
　
△

鯛
畷
差
8
△
△

醜曜
　
△

　
　
　
△
團
囲

　
　
國

国

回

駆

人4砥蔦～2q歌H

磁嗣
闘

薗
　
函
囲

闘
　
囲

△
△
　

〈
｝
△

　
　
△
△
△
△
△

閲
含
⑧
　

四
識
　
㊥

珊回
回

△

△蜘

⑳

K
△

H
⑧
△

⑫

囲

團

△

　
　
1
4

　
函

　
⑧

噛
△
　
㎎
鯉

△

囲
咽

團



3．H－K：1．7～168m，6入　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　綴鶴　　　　　　　　　岡
　　　　　　　，　　　囲　　　癩灘　　　　’瞬　　

四薄 @　　画

　　　　　　　　　　幽　　 鷹画　　鵬

　　　　　　闘WtaSL△姻圃

　　　　　㌦△舜伝ヘー囲
　　　　　pmA　＠　＠neMIEge＠ee　esaA　AeasA．1，！11　．，　：as

　　　　一・。献詮、・、、一

　　　　　　　　　⑭⑭　 △　咽圃
　　　　　　　　△△⑭△△囲翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　闘　　　　　　　　　　圃　 臨田　　　囲駆

　　　　　　　　　　　　　圃　　　　　　　　　圃躍靱　　　　　　　　　　　　　圓
　　　　　　　　　　　　　　姻
　　　　　　　　姻　　　　　　　麗亜

4．　H－K：2．1”v2．8m，14人

　　　　　　　圃　　　　　　　　　　 盤鋤

　　　　　　　　　畷　　　　
湿腰駆

　　　　　躍田　　　　　　　　鯉野　　　　　　　　　圃
　　　　翻　 噛　　　　 圃

　　　　鵬　躍麟△△署醐蝿監圃醐
　　　　　・・　聰劔奪鋤騒闘
　　　　　　　　　　　　　　　　　圃　　　　　　　　　　闘
　　　　　　　　　　　　聰　　　　　　翻　　　　　　　　　　　 鯉

　　　　　　　　　　　15



5。　H－K：3．1～3．8m，13人

　　　　　　　　　　　　　　炉　　　　¢
　　　　　　　囲　　　　

、

　　　　　畷謹　　　麗躍
　　　　圏　臨　　　　　　　岡　　 画
　　　鵬　　 煙團　　厩繊　　　　　　鯛　團

　　　　　鰯田鯉鰍　　　　　　　　　　　　　　　皿融　’
　　　囲　　　　　 囲

　鵬　　鵬圃鳳△鰯△留圃　画
　　　　細　　　、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闘　　　 圏

　　　　　　　　　　　団　　　　　　　　翻　 珊
　　　　　　　　　囲　　　　　蘭　　　　　　　　　　　　　　囲

6．　　H－K：4．1～4．75m，　9．人．

　　　　　　　螂　 麗團　　　　 圃　 囲　
　　　　　　　　　　　　　　圃　　　　　慨海國画
　　　　脛晒　　　 麗

　　　　　　　圃ム

　：囲㌔7勉△壽△一姻『
　の　ゆ　　　　　　　　　　　　 　ぽ　　

　　　　　　　　　　　の　　　　・犀㎜噛　　　幽　　 晒囲岡
　　　　　　　　　　図
　　　　　　㎜　　　　　　　麗　　　　　　　　　　　　 脳駆

　　　　　　　　　』

　　　　　　　　　　16



一K：：5．2～5．9m，11人乳

國

蘭
面

課 團

　聰噸認
　畷融腰

　囲　　鵬麟

融
園

　
　
　
　
　
　
　
　
埜
　
　
　
團

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舳

　
　
眠
幽
　

⑭
駄
陶

　
　
　
　
△

8．　H一｝〈　：　6．　1　’v　6．　8M，　8．，’K．

三
囲

　
　
一
閲
團

姻
囲

圃
翻

囲
囲
　
翻
画

囲
囲
△
幽

　
△
㊨
△
△

　　A
　監守tw

　㊥蝕
囎

　
　
　
　
　
△

　
　
　
　
㊥

囲
鯉

17



2．2．2．　結果の図の解釈

　結果の図はつぎのように解釈される。

（1）第9図1　話し手からきき手までの距離：0．6～1．Om（5人）

○話し手を中心として，話し手一きき手の距離を半径とする円をえがくとす

　ると，その円の中はコ系，それより外側に，話し手一きき手の距離の2．　5

　倍の畏さを半径とした同心円をえがくと，その円の中は多くがソ系，もつ

　とはなれたところはア系になる。ただし，ソ系になる範囲であっても，き

　き手よりも詣し手にちかい側にはコ系がでている例もある。

oなお，半径の大きさについては，へやのひろさや，被験者のちらばり方に

　よって多少かわりうるとおもわれるが，ここでは今方の実験の結果をその

　まましるしておく◎

（2）第9図2　話し手からきき手までの距離：1．2～1．5m（4人）

○話し手を中心として，話し手一きき手の距離の半分を半径とする円をえが

　くと，その円の中はコ系，その外側に，話し手一きき手の距離の2倍の長

　さを半径とした野心円をえがくと，その円の申はソ系，それより外側はア

　系になる。ソ系になる範囲であっても，話し手のうしろ側にはコ系がでや

　すい。

（3）第9図3　話し手からきき手までの距離：1．7～1．8m（6入）

o話し手を中心として，話し手一きき手の距離の半分よりすこし長い距離を

　半径とする円をえがくと，その円の中はコ系，その外側に，話し手一き

　き手の距離を半径とする同心門をえがくと，その円の中にソ系があらわれ

　る。

○また，きき手を中心にして，話し手一きき手の距離の1．5倍くらいの距離

　を半径とする円をえがくと，その円の中はソ系があらわれる。

○これら二つのソ系の外側にア系があら；われる。

○ソ系になる範囲であっても，コ系やア系がでている例がある。

（4）第9図4　話し手からきき手までの距離：2．1～2．8m（14人）

○話し手を中心として，話し手一きき手の距離の半分を半径とした円をえが

　　　　　　　　　　　　　　　　18



　くと，その円の中はコ系，その外側に，話し手一きき手の距離を半径とし

　た同心円をえがくと，その円の中はソ系があらわれる。

○きき手を中心として，話し手一ぎき手の距離を半径とする円をえがくと，

　その円の中はソ系があらわれる。きき手のちかくにコ系があらわれている

　例もある。

○この二種類のソ系の外側にア系があらわれる。

（5）第9図5　話し手からきき手までの距離：3．1～3．8m（13人）

o話し手を中心として，話し手一きき手の距離の半分を半径とした円をえが

　くと，その円の中はコ系，その外側に，話し手一きき手の距離よりすこし

短い距離を半径にした岡心門をえがくと，その円の中はソ系があらわれ

　る。

○きき手を中心として，話し手一きき手の距離の半分よりすこし長い距離を

半径とする円をえがくと，その円の中はソ系があらわれる。

○ソ系の領域をしめす二つの円の外側にア系があらわれ，その二つの円の接

　点の付近の外側は，ソ系が多いが，接点のちかくまでア系のくいこんでい

　るものがある。

（6）第9図6　話し手からきき手までの距離：4．1～4．75m（9人）

○話し手を中心にして，話し手一きき手の距離のV3くらいを半径とする円を

　えがくと，その円の中はコ系，その外側に，話し手一きき手の距離の半分

　を半径とする圏心円をえがくと，その円の中はソ系があらわれる。

○きき手を中心として，話し乎一きき手の距離の半分を半径とする円をえが

　くと，その円の”i・：はソ系があらわれる。

○この二つのソ系の外側にア系があらわれる。その二つの円の接点の付近の

外側はソ系が多いが，第9図5よりも，すこしふかくくいこむ形でア系の

　あらわれるものがある。

（7）第9園7　話し手からきき手までの距離：52～5．9m（11人〉

○話し手を中心として，話し手一きき手の距離のi／3くらいを半径とする円を

　えがくと，その円の中はコ系，その外側に．，話し手一きき手の距離の半分
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　を半径とする同心円をえがくと，その円の中はソ系があらわれる。’

○きき手を中心として，話し手一きき手の距離の半分くらいを半径とする円

　をえがくと，その円の中はソ系があらわれる。

○この二種類のソ系の外側にア系があらわれ，その二つの円の接点の外側の

　ソ系とア系の共存するところをみると，第9図の5，6よりもさらにふか

　く話し手ときき手の闘にくいこんでくる。

○話し手のまわりのコ系のあらわれる範囲は，話し手の両横にかなりひろが

　っている。

○なお，第9図7，8は席の配置の関係から話し手およびきき手のうしろの

　データが不足することになった。

（8）第9図8　話し手からきき手までの距離：6．1～6．8m（8人）

○話し手を中心として，話し手一きき手の距離の1／3くらいを半径とした円を

　えがくと，その円の中はコ系，その外側に，話し手一きき手の距離の半分

　くらいを半径とした円をえがくと，その円の中はソ系があらわれる。

○きき手を中心として，話し手一きき手の距離のi／3くらいを半径とする円を

　えがくと，その円の中はソ系があらわれる。

○この二つのソ系の領域の外側にア系があらわれる。その二つの円のあいだ

　のところをみると，ア系の勢力がすこしつよまって，ア系のなかには，話

　し手ときき手をむすぶ線上にあらわれるものもみられる。

○話し手のまわりのコ系があらわれる領：域は，第9図の7と同じように，話

　し手の両横にひろがっている。

2．2．3．　　考察

　話し手ときき手の問の距離が短かければ，話し手ときき手を一つのなわば

りとしてとらえていることがわかる。（第9図1，2）

　話し手ときき手の闘がひらくと，それぞれのなわばりがはっきりとあらわ

れる。すなわち，話し手のまわりはコ系，きき手のまわりはソ系，話し手か

ら（または，きき手からも）遠いところはア系であらおされる。

　ここにもう一つつけくわえなければならない現象がある。話し手のまわり
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のコ系の外側に，きき手のまわりのソ系とはことなるソ系があらわれること

である。（第9図5～第9図8参照）「ソ系」のあらわれかたに二種類あるこ

とがわかる。

　話し手から少しはなれたところにでるソ系について，かつて高橋（1956）

は，「話し手と椙手が接近したときには，話し手のうしろにもソ系があらわ

れる。」（「わのなわばり」の方が「なのなわばり」よりちいさいので，話し

手がきき手に接近するにつれて，日食の　　　　　　繁10図

ように「なのなわばり」のなかへはいっ

ていくかたちとなる。）とのべた。

　もしそうならば，話し手ときき手がは

なれた場合に，話し手のまわりのコ系と

きき手のまわりのソ系の間にア系がくい

こむことはないはずである。

　実験の結果，第10図の斜線部分暁にもア系があらわれているのだが，このこ

とはこの高橋（1956）では説明できない。

　以上のことからつぎのことが考察される。

1．話し手ときき手が近くにいるときは「われわれ」という領域をつく

　る。コ系は「われわれ」の領域内にあらおれ，ソ系は「われわれJの領域

　外でコ系よりすこし遠いところに，ア系はさらに遠いところにあらわれ

る。

2．話し手ときき手がはなれているときは，話し手ときき手はそれぞれの領

　域をつくる。

　（1）コ系は，話し手のまわりにあらわれる。

　（2）ソ系は，きき手のまわりと，話し手のコ系の外側にあらわれる。

　（3）ア系は，二つのソ系のさらに外側にあらわれる。

3．　実Wt　cr

3．1．　実験の方法

　ほそながく一直線にならべた机の両端に，話し手ときき手とをむかいあわ
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せにたたせ，その机の上におかれたものをなんといってあらわすかをしらべ

た。この実験は話し手ときき手の問の距離，話し手のきき手および対象への

はたらきかけかたを考慮して，つぎの三種のセットにわけて実験をおこなっ

た。

3．1．1．　第1セット「みてください」（4組x1＞

　話し手からきき手までの距離を6mにし，その聞にある机の上の対象（マ

イクスタンド）の位置をかえ，コノ，ソノ，アノをつかって，「～ノ　マイ

クスタンドをみてください。」といってもらう。話し手ときき手のくみあわ

せをかえて，四組実験した。

3．1．2．　箆2セット「だれのふでばこ」（3絹x3）

　話し手からきき手までの距離を4．8mとし，対象物（この場合はふでばこ）

を①1m，②3．5m，③2m，④4m，⑤2．4mの位置におき，コレ，ソレ，

アレをつかって，A「～ハ　私のふでばこです。」，　B「～ハ　あなたのふで

ばこですか。」，C「～ハ　だれのふでばこですか。」をそれぞれ①～⑤の位

置の順にいってもらう。話し手ときき手のくみあわせをかえて，三組実験

した。対象物の所膚者のちがいによる指示状況をみるために質問を設定し

た。

3．L3．　第3セット「どうしてください」（3組×3）

　話し手からきき手までの距離，対象物の位置，対象物をおく順序，実験数

は第2セットと同じである。動作をうながさない場合，動作をうながす場

合，何かわからないものに対する場合などで，指示がどうちがうかをみるた

めに質問をかえてみた。コレ，ソレ，アレをつかって，D「～ヲ　みてくだ

さい。」，E「～ヲ　かぶってみてください。」，　F「～ハ　なんですか。」と

いってもらう。対象物をかえて（D，Eではサンバイザー，　Fではマグネッ

トクリップ）実験した。

3．　2．　実験の結果，考察

3。2．1．　第1セット「みてください」（4緯xl）

　実験の結果は第11図のとおりである。
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コ　　コ ソ　　ソ （ソ） ア
　　　　K，
ソア

コ　　：コ　コ コ　　　アア　　ソ　　ソ ソ
1　K，

謄艦禦懸灘縫嬬∴うり
　話し手からきき手までの距離は6mである。話し手ときぎ手の間にあるも

のをさすのに，ア系をつかわないタイプの話し手が1人（H：、）があったが，

他の3人（H，，：H3，　H4）は，コ系とソ系の問にア系をつかっている。すな

わち，話し手に近いところはコ系，きき手に近いところはソ系，話し手から

もきき手からも遠いところのものとしてとらえたときはア系をつかうようで

ある。

　これらの例（H，～H4）でみるかぎり，高橋（1956）の「ア系は話し手と

きき手とが接近したときにのみあらわれる」は訂正されなければならないこ

とになる。

　また，Hsは，きき手に近いソ系とは別に，コ系とア系の間に話し手から

の遠近でとらえた中称としてのソ系をつかっている。

3．2．2．　第2セット「だれのふでばこ」（3組×3）

　結果は第12図のとおりである。

　なお，A，　B，　Cは，それぞれ3．1．2．でのべたはなしかたをしめすもので

ある。

　話し手から近いところはコ系，きき手に近いところはソ系がでている。

（1mから4㎜まですべてをソ系といった結果，1mのところをソ系でいい

あらわしているH6の例もある。）
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　　　　　　　　第12図　 第2セット

　　　　　　　①　　　③⑤　　　②　④
　　　　　　　　1m　　　　2m　2，4搬　　　3i5盈4m・　・4．8m『
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　じ

1　　・　アア’　・ツ　一

B

ら
　
お

コ ア　ア ソ　　ソ
K，

コ ソ　ソ ソ　　ソ
K，

　　　　　　コ　　　　ソ　ソ　　　　　ソ　　ソ

Ns　l一一一一”nyLummFLimmmr．H－mAf一一一m一：一r一一一　．　．．　．　Ks

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ　　　　　　コ　　　　ア　ア

コ ソ　ソ シ　ソ
K，

コ ソ　ソ ソ　　ソ
1　K7

　問題は，話し手から2エnのところ③と「話し手ときき手のちょうど中間の

2．4mのところ⑤の指示状況である。

　③（2m）と⑤（2．4m）をすべてア系でこたえる人（H、）もいれば，す

べてソ系でこたえる人（1｛，）もいる。また③（2m）ではソ系，⑤（2．4m）

ではア系でこたえる人（H：，）と，三組それぞれ甥であった。③（2m）をア

系でこたえたH，は⑤（2．4m）ではみられなかったまよいが感じられた。

　この結果からも，話し手ときき手がはなれている場合でも，コ系とソ系の

間にア系があらわれていて，話し手のなわばりとしてコ系を，きき手のなわ

ぽりとしてソ系を，話し手から遠いものとしてア系をつかっていることがわ
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かる。

　また，第1セットと同様，きき手のなわばり以外のソ系，つまり，中称と

してのソ系をつかっているH？の例がある。

　対象物の所有者のちがいは，この結果にはあらわれなかった。

3．2．3．　第3セット「どうしてください」（3組、x3）

舞果は第13図のとおりであるq

　　　　　　　　鮪13翻　第3セット

　　　　　　　＠・　＠＠　＠＠
　　　　　　　lm　2rn　2．4m　3．5m　4m　4．8m

D
　　　　　コ　　　　ソ　ア　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ

H・トー

　　　　　コ　　　　ア　ア　　　　ソ　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ

　　　　　コ　　　　ソ　ア　　　　ソ　ソ

EH・．トー

薮iO
コ ア　ア ソ　　ソ

1　1〈1ie

F

H，
コ ソ　ア ソ　　ソ

K，

　　　　　　　コ　　　　ソ　ァ　　　　ソ　ソ

なお，D，　E，　Fは，3．1．3．でのべたはなしかたをしめすものである。

第2セットと同様，話し手から1mのところはコ系，話し手から3．5m，

4mのところはきき手に近く，どの例もソ系がでている。

話し手から2mのところ③と話し手ときき手の中間の2．4mのところ⑤も
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第12國以上にあらおれかたがさまざまである。質問D，E，　Fのどれに対し

ても，③（2m）はソ系，⑤（2．4m）はア系とつかいわけているH8，　D，

Eの垂込には③，⑤ともにア系をつかいながら，Fの質問に対しては③（2

m）をソ系，⑤（2．4m）をア系とつかいわけているH，。，　Dの質問に対して

は，③（2m）をア系からソ系にいいかえ，⑤（2．4m）をソ系でいい，　E

の質問では③（2m）をソ系，⑤（2．4m）をア系，　Fの質問では両方とも

ア系と質問によってつかいわけているHgと三者三様である。

　この実験では，話し手に近いところにでるコ系と，きき手に近いところに

でるソ系の間にア系があらわれ，そのア系と話し手に近いコ系の聞にソ系が

あらわれている。

　このソ系は話し手からの距離の遠近による中称としてのソ系で，このソ系

ときき手のなわばりのソ系との間にあらわれるア系は遠称としてリア系であ

る。

　この三つのはたらきかけD，E，　Fのちがいはこの結果ではあらわれなか

った。

3．2。4．　三種の実験をとおして

　この実験の目的は，話し手ときき手をむすぶ直線上にある対象物の位置に

よってさしかたがどのようにかわるかということをみるのと同時に，同じも

のであってもだれのものであるか，また，それへのはたらきかけかたによっ

てさしかたのちがいがどのようにでてくるかをみることであった。

　しかし，この実験では，所有者，およびはたらきかけかたによる差はみる

ことはできなかった。

　この三種の実験をまとめると，コ・ソ・アのあらわれかたはつぎのとおり

である。

1）話し手の近くはコ系でさされる。

2）きき手の近くはソ系でさされる。

3）諾し手一きき手の中間はソ系とア系でさされる。

　話し手の方から，きき手にむかってのコソアのでかたは第1表のとおりで
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第1表

さしか㊧
1人動
く圓数）

個 入 男lj

Hi　H2　H3　H41　Hs　Hs　H71　Hs　Ng　H．1e

・（全心1・（・）1 一 1

コゾ．．

コアソ

：コソアソ

4（6）’

5（8）

4（6）

1

1 1 3

2　　2

1

　　1

　　1　　2

3　　1　　1

・ソア・ア・酬 1

　　計　1・・（22＞い…　1333i333
ある。

　このような点からコソアドによる空間分割の原理は，話し手ときき手のな

わばりという佐久間説に代表される漂理と，従来からの話し手からの遠近と

いう原理が共存していると考えられ，実験イで考察したことが，この実験Pt

によってもうらづけられたことになる。

4．結論

　以上の実験イ，ロをとおしてつぎのように

いうことができる。

　話し手ときき手が接近しているときは，コ

・ソ・アを距離的対立としてとらえる。話し

手，きき手からみて近いところは近称のコ

系，それよりすこしはなれたところは中称の

第14図

⑨憂麟）

ソ系，一tさらにはなれたところは遠称のア系になる。

　大槻に代表される考え方の訂正としてだされた佐久問説では，この点にふ

れておらず，その後の渡辺（1952），阪田（1971）らによって指摘された「わ

れわれ」のなわばりをみとめることによってこのとらえかたが説明できる。

　つぎに，話し手ときき手がはなれているときは，それぞれのなわばりをも

つ。この考え方にたつ佐久閥は，わ（話し手）のなわばりはコ系，な（きき

手）のなわばりはソ系，それ以外はア系に属するとして，つぎの第15図をし
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めす。（なお，この図は第1図と同じである。）

　話し手ときき手がそれぞれのなわばりをもつ点　　　わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衡し手
においては，佐久聞説をみとめるものであるが，

さらにこれにくわえなけれぽならないことは，き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
き手のなわばりのソ系とは男旺に，話し手のなわば

りのコ系の外側に，つまり，話し手からすこしは

なれたところにソ系があらわれる現象があることである。

　（なお，

であって，ア系があらわれるはずである。）

簗15妙

な
瀞

ソ

ア

この場所は，佐久問説では，わのなわぽりの外側にあたるところ

　このソ系は，きき手との関係なしに，話し手からみた対象の位置の遠近に

よって，つまり，近称より還いところのものとしてとらえた中称としてのソ

系ではないかと考えられる。

　したがって，「話し手のうしろのソ」は，高橋（1956），臓部（1961）のい

うような，話し手がきき手のなわばりの中につつみこまれた結果なのではな

く，話し手からの距離の遠近でとらえた中称のソ系なのである。しかし，話

し手ときき手が接近するにしたがい，きき手のなわばりのソ系と，中称とし

てのソ系がかさなりあう形であらわれることになる。

　ア系のでかたの考え方については，つぎのように三種類あった。

　一つは，従来からの話し手からの距離の遠近としての遠称のア系で，二つ

めは，佐久間説による話し手，きき手のなわばり以外の他称としてのア系で

ある。もう一つは，渡辺（1952），阪田（1971）らのいう話し手ときき手が

われわれのなわばりを構成する場合の遠称としてのア系という考え方であ

る。

　阪田は，「われわれ」のなわばりとしてとらえたとき，その領域外でわれわ

れから比較的近けれぽソ系，それより遠ければア系があらわれ，話し手とき

き手がはなれている場合にはア系はあらわれないとしているが，前にものべ

たように，話し手ときき手がはなれている場合でも，それぞれのなわばりの

ほかに，中称のソ系の外側に遠称のア系があらわれる。その結果，話し手と
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きき手がはなれればはなれるほど両者の間に中称のソ系も，還称のア系もは

いりこむことになる。

　佐久間説の他称としてのア系という考え方によると，話し手ときき手の間

にでるア系については説明できるとしても，中称としてのソ系の領域はすべ

てア系になるはずである。

　佐久怪説がコ・ソ・アの対立としてのべていることは，他称のアをのぞい

て，コ・ソの対立としてとらえたほうがいいのではないだろうか。

　以上のように，話し手ときき手がはなれている場合のコ・ソ・アの指示体

系は，話し手ときき手の対立のなかで，対象を自称・対称という）V・一一ルでと

らえ，また一一方で，ぎき手との関係なしに，対象との距離によって近称・中

称・遠称というルールでとらえる二元論的なとらえ方がかなり積極的に共存

していることがわかる。

　したがって，ソ系には，中称としてのソ系　　　　　劉6圏

遠いところにあらわれ，そのため，話し手と

きき手の間にもはいりうることになる。

　そこで，佐久閥説による第15図をうえのような第16図にかえる必要があ

る。

　以上のことを，まとめると，つぎのようになる。

　コ・ソ・アの指示体系は，話し手ときき手が接近しているかいなかによっ

て二つにわかれる。

　1）話し手ときき手が接近している場合，「われわれ」という領域をつく

　　り，その「われわれ」の領域内のものをコ系であらわし，領域外で，比

　　較的近ければソ系で，それより遠ければア系であらわす，というように

　　話し手，きき手から対象までの距離の遠近によって指示される。

　2）等し手ときき手がはなれている場合，話し手ときき手はそれぞれの領
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域をもつ。つまり，話し手は，きき手の領域をソ系であらわしながら

も，話し手独自の領域をつくり，話し手から対象までの距離の遠近によ

って，コ・ソ・・アをつかいわける。

巫　文献

1．　コソアドの記述についての文献一覧表（1833～1941）

　第1欄は，直接みることのできた版の年代，（）内は初版の年代。第3欄のHはtt

話し手からの距離でとらえたもの，H｛は，話し手と聞き手の関係でとらえたもの，

他は，その弛，またはとらえかたののべられていないものをあらわす。また，第4欄

では，名称のあるものは行頭から，名称がなく，コソアドの説明のあるものは3字さ

げで，名称も説明もないものは，7字さげではじめる。

年代　　著者，書名 他H
I
K

H

1833

1874”

1876

1886

1887

1888

（1869）

鶴峯戊申SC語学1

回書s

口中義廉『小学　○

日本文堕罪こdi

中根淑r白本文tt

典　上巻s

土居通予『文法

指南誉口中』

チェンバレン
『日本小文典S

アストン「H本

ur語小文典』（第

o

o

o

o

o

名称および注記
。コノ，ソノの区別のみ。

コレ：近くにあるもの

ソレ：コレとアレの中間

アレ：遠くへだたりたる

　　　　・コ，コレ，ソ，ソレ，カ，方

　　　　　レ，ア，アレ

コレ：彼の反にして体に属してそのまえ

　　　にあるをさしていう

（其）ソノ，ソレ：ソレの方を揚して用

　　　いる

（夫）ソレ，カノ：さきにあるものを指

　　　していう心もち

カノ，カレ：アノという意

（彼）カノ，カレ：此の反にして我に対

　　　していうこと，また，カシコとい

　　　う意

コレ：近きもの

ソレ：近：からず遠からざるもの

カレ，アレ：逮きもの

コレ：第一人称

ソレ：第二人称，話し手の眼前にあるも
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年代

ユ889

1890

，（1878）

ユ891

1892
　

《1891）

著者，書名

ユ897

ユ898

1898

〈1889）

1899

（1897）

4版）

谷千生「詞の久

美立　上』

論集高見『初学

串本文典　上』

（第2版）

飯田永夫7H本
文典問答　完』

高津鍬三郎『日

本中文典』　（第

3版）

岡倉由三郎『日

本文典大綱　全s

中邨秋雨『皇国

文法釈義』

大槻文彦「語法

当面j（『雷海』

の轡頭）

落合直文『臼本

大文典　全』（再

版）

他H
l
K

H

o

o

o

o

o

o

o

名称および注記

。

　　　　　　の，または記憶にあるもの

　　　アレ：第三人称

　　　こ：
　　　そ：近くむかえるなり，又遠くむかえる

　　　　　方には親疎ありて

　　　あ，か：遠くむかい

　　　あ：親しきにいい

　　　か：疎きにいうなり
第一二等：コ，コレ，直に其；事物を指す

第二等：ソ，ソレ，次の事物を指す

第三等：ア，アレ，カ，カレ，又次の事物を指す

　　　　　　　蓬順序に照て論ずるときは又遼

　　　　　　　近親錬の反対をも分ち得べし

近称＝コレ，ココ，コナタ，もっとも近き

中称：ソレ，ソコ，ソナタ，ややはなれたる

遠称：アレ，アソコ，アシコ，アナタ，カナタ，

　　　遠き

近称：自身にもっとも近き事物，場所，方角

対称：眼前にあるものをさす言

遠称：はるかにへだたりたるところにあるも

　　　の，もしくは眼前にあらざるものをさす

近位：説話する人の旨よりみて近し

申位：やや遠きを示す

遠位：なお一層遠きを示す

近称：その事物，又はその地位，方向を直ちに

　　　さす
中称：直接ならず，やや相へだちたるものをい

　　　　う

遠称：遠くはなれたるをいう

，近称：コレ，ココ、コナタ，もっとも近きにいう
陣称，ソレ，ソコ，ソナタ，ややはなれたるに

｝　いう

遠称　アレ，アソコ，アナタ，遠きにいう

近称：語る人に近き事物，場所，方向

中称：ややへだたりたる事物，場所，方向

遠称：遠き事物，場所，方向
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年代

1900

190i

1901

著者，書名

杉敏介『臼本小

語典』

前波仲尾町ヨ本

語典　全s

　HH　I他
　K

金井保三『日本

俗語文典　全s

1901　草野？t一：一民　『草野氏

　　　B本文法　全』

o

o

o

o

名称および注記

　　l

　　l　　　　　　　l
　　i一　．．　1
1901　1松下大三郎『郷1　0

　　陸騰頬・
　　t
　　I　　　　　　I
　　i　　　　　　I
　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　l

1903　三三土忠造『再訂　○

（・898）沖州顛刺
　　　巻』（再訂25版）

1903　　金沢庄＝隻K5　『日　　　O

　　　　　　　　　　I

磯
簾

．
』
置
文

・
巻
金
本

1

近称：誉れ，此こ，こち

中称：其れ，其こ，其ち

遠称：あれ，あしこ，かしこ，あち，をち

近称：これ，ここ

遠称：それ，そこ

不定称：あれ，あしこ

自称：これ，ここ，こち，こちら，ここいら，

　　　この，こんな，こ一いう，こう

他称：それ，そこ，そち，そちら，そこいら，

　　　その，そんな，そ一いう，そう

溺称：あれ，あす（そ）こ，あち，あちら，あず

　　　（そ）こいら，あの，あんな，あ一いう，

　　　ああ

第一称：第三者の，聴者よりも談者に近きに．

　　　は，「こ」「これ」を用いる。

麟：1：難：難1熱証

i　　　　なる時，あるいは同一ならずとも，殆

　　　　ど；福似てこれを区劉する必要なき時に

i　　　　は，「か」「かれ」「あ」「あれ」を罵い・

i　　る。
i　距離の関係ばかりでなく事の親錬についても

i同撫こ解すべきなり．

i馴雨請鉾騨をする欄
陣称：（近客称）：言職の客体既舌鰭く入に

i　近き外物罰す・
i遠称：話説の主体（話す人）にも客体（きく人＞

i　｝・・もいずれへも屡事犠さす。

近称：最も近きに用いる。

中称：ややはなれたるに用いる。

遠称＝遠きに用いる。

　・そのさししめす瞑離の遠近によりて，近称，

中称，遠称の三種に分つ。

近称：自己に最も近きを振し掴めすもの。こを
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舘代

1904

（1890）

1905

（1ee4）

1905

（1902）

1906

1906

（1905）

著者，書名

落合直文・小中

村義象『中等教育

H本文典』（第

31版）

芳賀9i　一『中等

激科明治文典巻

之～』　（訂正3

版）

岡田正美『解説批

ew　H本文典上．e

（第3版）

吉岡郷甫『日本

口語法s．

H￥他
　K 名称および注記

小嵯文二一
本文法の解説及i

び縮・（第3i
版）

o

o

o

o

o

　　　用いる。

中称：ややへだたりたるを如し示めすもの。そ

　　　を用いる。

遠称：はなはだ遠きを甚し示めすもの。あ，か

　　　を用いる。

　　　　　　　・語る人と聴く人とによりて，

　　　　　　　かはりあるはもちろん，また

　　　　　　　遠近の別あるものとしるぺ

　　　　　　　し。

　　　事物：これ，それ，かれ，いつれ，なに，

　　　　　これら，それら

　　　場所：ここ，そこ，あすご，かしこ，い

　　　　　つこ，どこ

　　　方向：こち，そち，こちら，あちら

近称：記童舞は談話者が自己にもっとも近き関

　　　係にある事物，場所，方向の本名のかわ

　　　りに用いる詞の称。こ，これ，ここ，こ

　　　ち，こなた

中称：記老又は談話者が自己にやや遠き関係に

　　　ある事物，場所，方向の本名にかえて絹

　　　いる詞の称。それ，そこ，そち，そなた

遠称：記者又は談話者が宮己にもっとも還き闘

　　　係においてある事物，場所，方向の本名

　　　のかわりに用いる詞の称。あれ，かれ，

　　　あしこ，かしこ，あそこ，かなた，あな

　　　た

近：称：手近：な物事の名にかえて用いる。

中称：ややはなれ涯物事の名にかえて用いる。

遠称：ずっとはなれた物事の名にかえて用い

　　　る。

　　　事物：こ，これ，そ，それ，あ，あれ，

　　　　　か，かれ，いつれ，なになど。

　　　場所：ここ，そこ，あし（そ）こ，かし

　　　　　こ，いっこ，どこ，いつくなど。

　　　方向：こなた，こち，そなた，そち，あ

　　　　　なた，かなた，あち，いっかた，
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年代

1906

1ee7

1908

1908

1911

著者，書名

鈴木暢幸『日本

口語文典』

橋本光秋『蔑等女

．学文法教科書、

中巻』

岡沢鉦次郎『教

科参考日本文典

要義　全』

山田孝雄「日本

文法論s

保科孝一一『B本

口語法　全』（再

版）

H翠他
　1〈 名称および注記

o

o

o

o

o

　　　　　　いっち，どちなど。

近位：事物方向等の，自己に近き位置なるもの

　　　を捲示していう詞。

中位：宙己及び対手より，少しく離れたる位置

　　　のものにつきていう詞なり。

遠位：自己及び対手より，遠く離れたる位置の

　　　もの，もしくは過虫の事件等につきてい

　　　う調なり。

　　　　　　　・これ，それ，かれ，いつれ

　　　　　　　・ここ，そこ，かしこ，いっこ

　　　　　　　・こち，そち，あち，いっち

・これ，それ

近称：人，事物，場所，方向等につきて，対考

　　　よりも説話者に空間的に時聞的に近い

　　　か，又精神的に親しき意にてさす。

中称：説話者よりも牛巻に近き親しきかの関係

　　　にあるものとしてさす。　（説話者よりみ

　　　れば，近称よりも還きかうときかしてし

　　　かも次の遠称よりも近きか親しきかの関

　　　係にあるが故なり。）

遠称：説謡者，対者に共に近きか親しきかの関

　　　係をはなれて指示するもの。

　方向について：唯窒間にかぎらず，時間進行

上の方向にも用いる。たとえば，或一一一．e．より説

話者に近づき来るものを近称とし，説話者に還

ざかり行くものを遠称という。

近称：（事物）コレ，コレラ，コチラ　（場所）

　　　ココ，ココラ　（方角）コッチ，コチラ

中称：（事物）ソレ，ソレラ，ソチラ　（場所）

　　　ソコ，ソコラ　（方角）ソツチ，ソチラ

遠称：（事物）アレ，アレラ，アチラ（場所）

　　　アソ（ス）コ，アソ（ス）コラ　（方角）ア

　　　ツチ，アチラ
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年代

1913

1916

1922

1926

（1905）

1926

ユ928

著者，書名

芳賀矢一r口語

文典大要』

H早他
　K
o

大野佐吉・井上10

宗助『羅定読本文

語法と口語法』

小林好錘『標準

語法精説　全』

和田万吉『日本

文典講義』　（第

10版）

三浦圭E『綜合

N本文法講話』

安沼津：代門『国

語法概説』

o

o

o

o

名　称　お　よ　び　注　記

近称：手近。これ，ここ，こっち

中称：ややはなれ。それ，そこ，そっち

遠称：遠く。あれ，あそこ，あっち

　其の指示する事物，場所，方向の遠近によっ

て近称・中称・遠称にわける。

近称：自分の手近にある事物，自分に近接して

　　　いる場所，方向の名称にかえて用いる。

中称：自分からややはなれたところにある薯

　　　物，自分から少しはなれている場所，方

　　　向の名称にかえて用いる。

遠称：自分より安くはなれている事物，場所，

　　；方向の名称にかえて稽いる。

・さししめされる事：物，場所，方向と自分との

位置関係の違うに従って，近称，中称，遠称の

区別がある。

近称：説話をする人にもっとも近き関係ある事

　　　物，場所，方向。

中称：説話をする人にやや遠き関係ある事物，

　　　場所，方向。

遠称：説話をする人にはなはだ遠き関係ある慕

　　　物あるいは場所，方向。

・場所の遠近の関係や定不定のちがいでわかれ

る。

近称：（事物）こ，これ　（場所）こ，ここ

　　　（方向）こ，こなた，こち，こちら，こ

　　　つち

中称：（事物）そ，それ　（場所）そ，そこ

　　　（方向）そ，そなた，そち，そちら，そ

　　　つち

還称：（事物）あ，か，あれ，かれ　　（場所）

　　　あ，か，かしこ，あし（す）こ，あそこ，

　　　あご　（方向）あ，か，あなた，かなた；

　　　あち，あちら，あっち

・話手ときき手とを中心として，それとの楮対

的関係によって三つにわかれる。

近称：きき手よりも話手の方へ空間的，時間的，
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年代 著者，書名

1929

1929

1930

徳頒浄『薪E体

文法　上』

友納友次郎y國
語教膏の蓋謂として

標準藷法』

松下大三郎『改

撰標準臼本文法

訂正版』

H早他
　K

1931

i931

1931

1932

o

o

○等
再

高
駅

『
義

一
講

増
法

枝
語
一

木
口
版

湯沢幸吉郎『解

説日本文法a

橋本進吉『薪文

典　繍魏乏全』

（訂正再版）

三矢重松『文法

o

o

o

o

名称および注記
　　　精神的に近い。

中称；話手よりもきき手の方へ空間的，時間的，

　　　精神的に近い。もと還称に通じて用いら

　　　れたのではないかの疑がある。

遠称：話手，きき手のいつれからも空間的，時

　　　閣的，精神的に遠い。

・話者と指示する事物，場灰，方向との位置関

係による。

近称：もっとも近いものをさす。

中称：やや遠い場台・。

遠称：遠い場合。

近称：手近いところにある事物をいう。

中称：少しはなれたところにある夕煙をいう。

遠称：ずっとはなれたところにある事物をい

　　　う。

・説話者（思想者）が自己を基準として其の位

置の遠近：によって事物を捲示：する。

第一近称：自己に近いものをさす。

第二近称：対港に近いものをさす。

遠称：遠いものをさすのであるが，灘他共にし

　　　っている事物にかぎる。自他の一方がし

　　　らない事物は遠方にあっても遠称を用い

　　　ない。第二近称，又は第一近称でさす。

・話す入自らと，指し示す事物・場所・方向と

の位置によって

近称：もっとも近いもの

中称：やや還いもの

遠称：遠いもの

近称：話手に近い。

中称　：　言舌対三ヨ三彰こ近し、。

遠称：話手にも，対手にも，近くない。

　　　；事物：これ，それ，あれ，どれなに

　　　場処：ここ，そこ，あす（そ）こ，どこ

　　　方向：こっち，こちら，そっち，そちら，

　　　　　　あっち，あちら，どっち，どちら

近称：これ，ここ，こち，こなた
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年代

1934

1940

1940

（1906）

1940

（1936）

1941

（1916）

著者，書名

論と国諮学』

コイヤード『日

本語文典』

佐藤喜代治『B

本口語法』

松本亀次郎『言

交対照漢訳日本

文典』　（訂正増

補40版）

佐久聞鼎『現代

日本語の表現と

語法』　（改訂増

補3版）

文部省『口語法

全』　　（第13版）

H￥他
　K 名称および注記

o

o

o

o

o

申称：それ，そこ，そち，そなた

遠称：かれ，かしこ，あち，あなた

　　　　　　　・コノ，コレ，ソノ，ソレ，ア

　　　　　　　　ノ，アレ

　・副手との関係によって

近称：こ（の），これ，ここ，こっち，こちら

申称：そ（の），それ，そこ，そっち，そちら

旧称：あ（の），あれ，あそ（す）こ，あっち，あ

　　　ちら
　・事物，地位，方向等を指示する詞なり。しか

　しその距離の遠近と，さす所の不定とによりて

近称，中称，遠称，不定称の胴あり。

近称：話手の手のとどく周囲，いわばその勢力

　　　圏内にあるもの。．

中称：話し相手の手のとどく縄囲，膚由にとれ

　　　る区域内のもの。

1遠称：話手，磁心の勢力腿外にあるもの。
1
近：称：自分に近：いものに用いる。これ，ここ，．

1

｝　こっち
1中称：自分からすこしはなれたものに用いる。

　　　それ，そこ，そっち、

遠称：霞分から遠くはなれたものに用いる。あ

れ，あすこ，あっち

2
．

1833

1874

1876

1878

1886

1887

1888

：ソァド関係硬究文献（1833・v1989）

鶴峯　戊申　「代名言」『国語学体系1　語学薪書』　厚生閣

田中　義血　「代名詞」『小学日本文典　巻樽s　東京書林　雁金麗

中根　　淑　「代名言動贈本文典　上巻』　森麗治兵衛

物思　高見　「代名雷」『初学田本文典　上』　出雲寺

土居　通予　丁文法蟻南　巻之中di青木嵩由堂

チェンバレン　「代名舞軌『B本小文典」　文部省編輯局

アス　トン　rpronoun」『A　GRAM瓢AR　OF　THE　JAPANESE　SPOKEN

　　　　　　LANGUAGE』　長尾景弼

　　　　　　　　　　　　　　37
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「指示言」『詞の久美立上s大八洲学会

「代名詞」「語法指南」（『言海轟の巻頭）吉規弘文館

「代名詞」『中等教育日本文典s　博文館

「代名詞」『日本中文典』　金港堂

「代名詞」『日本文典問答　完s　上原書店

「代名詞」『中等教育日本文典　全s

「代名詞」『B本大文典　全3博文館

「手忌詞」『日本文典大綱　全』　冨山募

「代名詞ノ種類」『再訂中等国文典　中巻nt冨山房

「代名講」『皇国文法釈義s大日本図書

「代名詞」『日本小語典g　内外出版協会

「代名詞」『日本語典　全』吉岡宝文軒

「代名詞」「H本俗語文典　全』　宝永館

「揚詞」『草野氏日本文法　全』　冨由房

「代名詞」「B本俗語文典』　誠之堂

「代名詞」『解説批評日本文典　上』博文館

「代名詞」『日本文法論』金港堂

「代名詞」『中等教科明治文典　巻劃一』　冨山募

「代名詞」『日本文法の解説及び練習』井守堂

「代名詞」『臼本文典講義』早稲田大学出版部

「代名詞」『日本ur語法』大日本図書

「代名詞」『田本口語文典』（帝国百科全書）　博文館

「代名詞」『言文対照漢訳日本文典』（宏文書院叢書）国文堂書局

「代名詞j『高等女学文法教科書　中巻』　國文館

「代名詞ニツキテ」「教科参考日本文典要義　全』博文館

「代名詞」if　u本文法論』宝文館

「名詞　代名詞」『高等E本文法』　明治書院

「代名詞」『H本口語法　全』　同文館

「代名詞」『文語口語対照語法a　光風館書店

「代名詞」『口語文典大要』文昌閣

「代名詞」『普通文典s　修学堂

「代名詞」『国定読本文語法と口語法』　目黒書店

「代名詞」『口語法　全』国定教科書共同販売所

「代名詞」『日本文法講義』　宝文館

「代名詞」『召本口藷法講義』　宝文館
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小林　好日　「代名詞」『標準語法諺説　全』　育英書院

小林　野日　「代名詞」『薪体国語法精説』　大同館

三浦　圭竺　「代名詞」『密命日本文法講話s　啓文社書店

安田喜代門　「代名詞」『国語法概説s　中興館

徳田　　浄　「代名詞」『新B本文法　上s文献書院

友納友次郎　「代名詞」『国語教育の基調として標準議法』　明治図書

松下大三郎　「名詞（代名詞を含む）」『標準B本驚譜法』　中文館書店

松下大三郎　「代名詞の小分」『改撰標準温本文法』　中門館

木枝増一　「代名詞」『高等口語法講義ヨ　爵黒書店

湯沢幸吉郎　「代名詞」『解説H本文法』　大岡山書店

橋本　進吉　「代名詞」『新文典　新制版　全』　冨山鍔

三矢　重松　「名詞・代名詞に就いて」『文法論と国語学』　申文館

コイヤー｝“「代名詞に就いてjil　N本語文典』　大塚高信訳　坂口書店

佐久聞　鼎　「「代名詞」の問題」ほか『現代日本語の表現と語法』　摩生閣

佐藤喜代治　「代名詞」『日本口語法S（東方国民文庫20）　満日文化協会

宮田　幸一　「代名詞」「日本語文法の輪郭』　三省堂

佐久間　鼎　「「代名詞」の本領」ほか『現代臼本語の表現と語法di《増補版＞＞

　　　　　　厚生総轄

干田　幸夫　「万葉語法研究一「この」「これ」について一」『文科報告』1

　　　　　　1暑　鹿児島大学文理学部研究紀要

阪倉　篤義　「代名詞」「日本文法の話』創元社

渡辺　　実　「馬事の言葉」『女子大文学S（大阪女子大学文学会）第5号

三上　　章　「代名詞と承前詞一明示のはたらき」「現代語法新説』刀罫書

　　　　　　院

森重　　敏　「代名詞「し」について」『万葉』16　万葉学会

井手　　至　「文脈揚示語に対する漢文訓読の影響」『国語学』22国語学会

桜井　光昭　「源氏物藷における「こ」の判例」『解釈占2－1号　解釈学会

石田　精二　「あこからそこから」『圏語研究』22号　愛媛国語研究会

保坂　弘司　「源氏物語の一一語法一解釈学への一つの提言と示唆」『学苑』

　　　　　　195号　昭和女子大学近代文化研究所

高橋　太郎　「「場面」と「場」1『国語国文』25－9号　京都大学文学部国語学

　　　　　　国文学研究室

三宅　武郎　「問答のご重構造一日本語における振詞（コソア）の用法につ

　　　　　　いて一」『国語研究di　5号　国学院大学国語研究会

今石　光美　「コ・ソ・ア・ド体系のことば」『挙校教育』475号　広島大学付t
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ユ957　細趨　浩一

ユ957　古田　東朔

1957

1958

1958

1958

ユ959

ユ959清水功

1959

1961　月露部

1961　　　空押　　哲貴K

1961　　　宮田　　幸一一

ユ962

ユ963

ユ964

1966

1966　浜田　　敦

1966　　　松原　　純一

ユ967　後藤　和彦

1967　池上　秋彦

　　　　　属小学校教育覇：究会

　　　　　r子どもの拙示語の理解」『国語科教育』第4集　東京学芸大学

　　　　　国郡教育研究室内金国大学国語教育学会

　　　　　「代名詞遠称「あ」系語と「か」系語の差異」「文芸と思想』14号

　　　　　福岡女子大学文学部

柴顯　　武　「格・人称」『日本文法講座1　総論』　明治書院

井手　　至　「代名詞」『続日本文法講座1　文法各論編』明治書院

鷺酢rr・・あ…ひそ・あ」一一さす・・鮒綱の体系・

　　　　　『実践国語教育』19－217号　実践熟語教育研究所

劇評鯉r「ど・はど・にあるか一さす・とば（翻）の体系その・

　　　　　一」「実践国語教育S19－218号　実践国語教育研究所

鷺鯉・・それ・と關か一獅馨の膜比轍法・・懇騰糖・2・

　　　　　一219号　実践国語疑心研究厨

　　　　　　「いわゆる遠称の拙示語の一特殊用法について一平家物語の用

　　　　　例より遡ってri『名古屋大学国語国文学』2丹

毒適う・・…AD・…ZUMI・369・聯富船謎騨教銚
　　　　　　いずみ会

　　　四郎　「rコレ」「ソレJ「アレ」とthis，　that」『英語膏年』107－8号

　　　　　　研究社

　　　　　　「人称と「話の場」」『英語青年』107－11号　研究社

　　　　　　「B本語と英語の訴因詞一撮部四郎氏の考察を読んで一3

　　　　　　『英語青年』107－11暑　研究社

サクマカナエ　「コソアドの生いたち」『文学論藻』23号　東洋大学文学部紀

　　　　　　要国文学篇

時枝　誠記　「代名詞←1，ロゴ『曝本文法　口語篇』岩波書店

宮地　敦子　「代名詞」『講座現代語6　rT語文法の問題点』　明治書院

橋本　四部　「古代語の蚊屋体系一L代を中心に一」y国語国文』　35一　6

　　　　　　暑　京都大学文学部国語学国文学研究室

　　　　　　「詣示劃一朝鮮資料を手がかりに一一」『国語釈文g35－6号

　　　　　　京都大学文挙部国語学国文学研究室

　　　　　　「代名詞ソレにおける文脈捲示の内容の文法的分類」『團語研究

　　　　　　室』5号　東京大学文学部国語研究室

　　　　　　8古代国語の指示代名詞にtついて」『国語国文336－10号　京都

　　　　　　大学文学部国語学国文学研究室

　　　　　　「代名詞とは何か」『講座日本語の文法3　品詞各論』明治書院
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1968　　　見艮部　　礪良1～

1968　清水　　功

1969　松原　純一一

1969　　　大坪　　’明治

＝L969　　　清オく　　　功

1971　阪田　雪子

ig71　鈴木　　忍

1972林瞭郎

1972　瞬村　和江

1973　片岡　　了

1973清水功

1973

1974

1974

1974

1975

1975

1975

久野　　障

長田　久男

清水　　功

大野美江子

高橋　太郎

山元　有美

MNDS，
John

「コレ，ソレ，アレとthis，　thatj『英語基礎語彙の研究』三省

堂

「謡独の指示語について一場面と様式一」『名古屋大学国語

国文学』23　名古麗大学国語国文学会

「ソンナとソウの文脈指示の内容」『国語と国文学367東京大

学国語国文学会

「提示語法について一訓点資料と今昔物語を中心に」『佐伯梅

友博士古稀記念国語学論集』佐伯梅友博士古稀記念国語学論集

刊行会

「叢示語についての一考察」『研究紀要』2　豊田工業高等専門学

校

r詣示語「コ・ソ。ア」の機能について」『東京外国語大学論集凄

21

「コソアドICついて」『外国人のための基本語用例辞典』付録

文化庁

「揚示連体詞「この」「その」の働きと前後関係1『電子計算機に

よる国語研究4』　国立国語研究所

「代名詞とは何か」『品詞別日本文法講座2　名詞・代名詞』　明

治書院

「コ・ソ・力変遷の一一deJ『文芸論叢』1大谷大学文芸研究会

「平家物語における抱示語の特殊用法について一抱示体系の変

遷に関連して」「平家物語総索Slj　金国一春彦・清水功・近藤

政美編　学習醗究社

「文脈の分析一「コ・ソ・アJj『日本文法研究』大修館

「連文の諸相（1）一コ・ソ・ア系統の指示詞による意味の持ち込

みという現象一」『岡山大学教育学部研究集録』38

「いわゆる圓詞的指示語「か」「さ」について一指示体系変遷

の考察の一環として一」『椙山女学園大学研究論集』5

「指示語の働きとその三綱先決定の問題」『計量鷹語学371号

計量国語学会

「コソアドの原理について」『物語生活』280　筑摩書房

「振示語彙と措示機能一分布の実態と史的な展望」『王朝』第

8冊　王朝文学協会

Flnterjective　demonstratives　in　Japanese．J　ifDescriptive

and　Applied　Linguistics』VoL　8　聖心女子大学

　　　　　　　　41



1976　井上　継護　「「こ・そ．・あ」について」『研修m179号　海外鼓術者研修協会

1976　三宅　　鴻　「代名詞的表現」「B本語講座4　日本認の語彙と表現』鈴木孝

　　　　　　　　　央編　大修館

1978　堀口　和吉　r指示語．rコ・ソ・ア」考」『論集日本文学・日本言馳5　角1［［

　　　　　　　　　書見

1978　堀口　和吉　「指示語の表現性」『日本語・日本文化』8　大阪外鷹譜大学研

　　　　　　　　　究留学生別科

1979　野入　逸彦　「Hier　．　d◎rt・daと「ここ・そこ・あそこ」『人文研究』第31巻

　　　　　　　　　第3分冊　大阪市立大学文学部

1979　今井　四郎　「指示代名詞の指示機能について」『北海道大学人文科学論集di

　　　　　　　　　15

1979　黒田　成幸　「（コ）・ソ・アについて」『英語と日本語と2　くろしお出版

1980　古田　粟朔　「コソアド研究の流れH」『人文科学科紀要』第7王輯　国文挙・

　　　　　　　　　漢文学XX　東京大学教養学部

1980　桃内　佳雄　「「その」に関する二，三の考察」『計量国語学』第12巻第4号

　　　　　　　　　計量西語学会

1980　柴N　　武　「ことばにおける構造とは鋼か」『嘗語の構造』大旧館

付記1；今回の実験において，コ・ソ・アのはりあい関係のありかたを二元

　的にとらえざるを得ない結果を得たのだが，これが従来のとらえかたのま

　ちがっていたことを意味するのか，または，コ・ソ・ナのはりあい関係の

　現在かわりつつあることを意味するのか，今のところ，よくわからない。

　諸賢の実証的な研究によって，この問題が解明されることをのぞみたい。

　　（高橋）

2：論文作成後，携の被験者に対して，実験イと同じ方法でコソアドの指示

　領域をしらべたところ，第17，18図のような結果を得た。

　　この実験も実験イにみられたものと基本的には同じ結果が得られた。第

　17図は第9図6，第18図は第9図7に相当するものである。

3：この論文を提出したあとで，古田東朔氏から「コソアド研究の流れe」

　　（東京大学教養i学部編人文科学科紀要第17輯1980年3月発行）をおくって

　いただいた。そこでは，江戸期の国学者，洋学者の文法書にさかのぼり，

　くわしくしらべられている。
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　また，コソアド研究を人称という観点から解釈を与えたものとしてアス

トンやチェンバレンを位置づけ，田本文法研究史の中で比較的扱われるこ

とが少なかったそれら外国人たちの日本文法研究についても，文語文典，

口語文典をくらべ，史的な観点からの考察をされている。

　私たちの研究では，そこまでさかのぼることができず，またアストンや

チェンバレンの版ごとのちがいまでみることができなかったので，教えら

れるところが多い。

鱗


